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平成２６年度 第１回榛名地域審議会における質疑一覧  〔平成２６年６月２日開催〕

１ 榛名地域の事業推進状況に係る質疑 

事業名 № 質    疑 回    答 

都市型農業施設整備

促進事業について 

１ フルーツライン沿線の堆肥センターの建設について補助金

の交付は、おそらく希望が出ていない。農業関係者から見て、

この様な施設を作るのは、補助金の無駄になり、農業、果樹、

畜産をやっている方々にコンセンサスが取られていない。無駄

なことは作ってもしょうがないので、その辺は、どう考えるのか。 

フルーツラインの道路は完成に向けて、県と協力していきた

い。営農施設の整備については、地域と考えていきたい。 

２ 地元の果樹農家、畜産農家が、堆肥センターを必要としてい

るのを調査したうえでやるべきである。本当に農家が必要であ

れば、大事な事業である。果樹農家でもそれぞれ堆肥を購入し

て、現地に合った堆肥作りをしており、ＪＡとの協力もなければ、

おそらく実施出来ないことだと思う。 

地元の方や施設の費用対効果、色々な事を考えなければい

けない。地元の方の要望、そういったことも含めて、色々協議し

て今後とも進めさせていただきたい。 

２ その他の質疑 

事業名 No 質    疑 回    答 

旧第四小学校跡地の

今後の予定、榛名神

社の駐車場について 

１ 榛名山町に有る旧第四小学校跡地は、今後使用する予定

があるのか。現在、榛名神社には駐車場が少なく、このところ人

気スポットとして注目されており、連休や年末年始などには慢性

的な大渋滞が発生しているので、駐車場として使用する事が出

来ないか検討していただきたい。 

平成２３、２４年度において、市営駐車場（黒門橋、郵便局

下）２箇所を建設した。この計画に際し、四小跡地についても検

討を行ったが、建設した駐車場に比較した利便性等を考慮し

見送られた。榛名神社の警備員の誘導方法を改善し、渋滞緩

和を図って行きたい。 
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事業名 No 質    疑 回    答 

２ 今の駐車場の問題に関連して榛名神社にお参りしている人

数の増加は多い。四小跡地は、多くの車が置ける。榛名神社の

お客様がもっと増えてくると思うので、考えていただけたら有り

難い。 

〔要望〕 

榛名地域中心部のま

ちなみや景観につい

て 

１ 中心市街地に住む者として、最近、著しく古い家も解体さ

れ、まちなみが変わり空地が増えて来ている。いよいよ舗道の

あるまちなみとなるが、今後どの様に調和のとれたまちにしてい

ったら良いか。又、看板はどの様にしたら良いか教えてもらいた

い。 

榛名地域の中心部である支所周辺のまちなみ景観は、そこ

に暮らす皆様が様々な意見を出し合い、協議し、合意の下に

地域の方々に愛されるまちなみ景観を形成していくことが大切

であると考えている。 

 なお、まちなみ景観を構成する重要な要素である建物などの

色彩や屋外広告物については、市で一定の基準を設けている

ので、ご相談いただきたい。 

榛名体育館の老朽化

について 

１ 平成１５年に建築された榛名体育館の老朽化について、館

内の雨漏りが著しく目立つ様に思える。特にランニングコースの

雨漏りは利用者にも危険に思え、アリーナにおいても同様の傾

向が見受けられる。利用者の安全も考えると早急の処置が必要

と思われる。その他、外壁等もはがれている部分もあり、地域の

コミュニティーの場でもある、大切な建物の維持保存のためにも

早急に対応をお願いしたい。 

榛名体育館は完成後数年で雨漏りが始まり、これまでも屋根

のつなぎ目部分の補修を行ったが、年を追うごとに雨漏りの箇

所が増えている。数年前からは壁面から浸水し、床が水浸しに

なるという状況も発生している。 

今後は、利用者の安全確保や施設の長寿命化に向けて、雨

漏りの根本的な原因を究明しながら、その対策を検討していき

たい。 
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事業名 No 質    疑 回    答 

榛名地域防災無線設

備の老朽化に伴う改

善について 

１ 榛名地域の防災無線については、緊急連絡時に住民に情

報を周知するため活用しているが、設備の老朽化、声が聞きづ

らい等の意見があり、改善するか新たなシステムに改良してい

ただけないか。 

また、これまでも榛名地域区長協議会においても度々、防災

無線の改善について意見が提起されている。緊急時の情報連

絡、避難誘導等の周知にも早期の改善を要望したい。 

榛名地域の防災無線は平成元年の整備から２５年が経過し

ている。声の聞きづらいなどの症状は、老朽化のほか気象条件

や周囲の電気や電波などにも影響されている。 

災害時の情報伝達として防災無線は重要な手段の一つであ

るが、さまざまな電子ツールなどを使用した情報発信も同時に

行っている。今後もあらゆる手段を使って、災害情報を発信で

きるよう努めていきたい。 


